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求核剤の導入によるジオールの合成の場合、目的の生成物を得るためには、C2 位及び C3 位での求核攻撃を制御する
必要がある。そのため、求核種として用いられる有機金属反応剤の種類を変えることにより、求核剤を位置選択的に
















 次に、超原子価ヨウ素反応剤 phenyl iodine(III) bis(trifluoroacetate) (PIFA) と 2,3-エポキシアルコール類との反
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